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―
電
話
シ
ス
テ
ム
の
概
要

　
電
話
シ
ス
テ
ム
は
全
国
の
加
入
者
（
五
十
三

年
末
、
約
三
、
六
〇
〇
万
）
が
相
互
に
自
由
に

通
信
が
で
き
る
よ
う
に
、
す
べ
て
の
電
話
機
を

導
線
で
電
話
局
内
の
交
換
機
に
接
続
し
て
い

る
。
ま
た
、
電
話
局
相
互
間
も
そ
れ
ぞ
れ
の
加

入
者
が
お
互
い
に
通
信
が
で
き
る
よ
う
に
多
く

の
導
線
で
結
ば
れ
て
い
る
。
伝
送
路
は
導
線
の

役
目
を
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
ワ
イ
ヤ
、
ケ
ー
ブ
ル

お
よ
び
そ
の
支
持
を
し
て
い
る
電
柱
、
支
線
な

ら
び
に
導
線
を
収
容
保
護
す
る
管
路
、
マ
ン
ホ

ー
ル
お
よ
び
と
う
道
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
伝
送
路
は
全
国
に
張
り
巡
ら
さ
れ
、
音

声
、
デ
ー
タ
、
画
像
等
の
伝
送
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
有
線
方
式
に
よ
る
ほ
か
無
線
方
式

に
よ
る
伝
送
方
式
を
併
用
し
て
い
る
（
図
―

１
）
。

　
線
路
施
設
は
、
市
内
の
各
局
を
結
ぶ
中
継
線

路
、
当
該
局
区
域
内
が
加
入
者
に
配
線
す
る
加

入
者
線
路
お
よ
び
市
と
市
を
結
ぶ
市
外
線
路
と

が
あ
る
。
加
入
者
線
路
は
局
か
ら
幹
線
路
を
経

て
分
線
す
る
が
、
加
入
者
に
引
込
む
部
分
の
架

空
方
式
を
除
け
ば
、
そ
の
他
は
、
管
路
お
よ
び

と
う
道
等
の
地
下
施
設
に
収
容
さ
れ
て
い
る
。

　
導
線
に
は
、
多
種
類
の
ケ
ー
ブ
ル
が
あ
る

が
、
電
気
的
特
性
あ
る
い
は
物
理
的
条
件
等
の

な
か
で
、
回
線
の
多
対
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

市
内
用
の
ケ
ー
ブ
ル
で
は
三
、
六
〇
〇
対
、
ま

た
、
市
外
用
の
同
軸
ケ
ー
ブ
ル
で
は
、
多
重
化

伝
送
方
式
に
よ
り
、
一
八
心
構
成
で
、
電
話
九

七
、
二
〇
〇
回
線
、
ま
た
は
、
テ
レ
ビ
八
一
回

線
が
得
ら
れ
る
ま
で
に
至
っ
て
い
る
（
図
―
２

参
照
）
。

　
横
浜
市
域
に
は
、
電
話
局
あ
る
い
は
可
搬
形

電
話
交
換
局
が
八
三
ヵ
所
あ
り
、
電
話
加
入
数

は
、
五
十
三
年
度
末
で
約
九
〇
万
で
あ
る
。
こ

れ
を
、
人
口
百
人
当
り
に
換
算
す
る
と
、
三
二

・
五
で
、
ほ
ぼ
、
三
人
に
一
人
が
電
話
を
所
有

し
て
い
る
。

地
下
施
設
の
状
況
と
必
要
性

横
浜
市
域
に
お
け
る
地
下
施
設
の
設
備
状
況

図一１　加入者間の線路施設例

地
下
埋
設
物
の
施
工
と
管
理
そ
の
６

一

二



図. 2ﾄ9.5－18心同軸ケーブル断面は
表
―
１
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
最
近
三
ヵ
年

平
均
の
増
設
状
況
は
、
管
路
延
長
約
二
三
〇

㎞
、
マ
ン
ホ
ー
ル
約
一
二
〇
個
と
な
っ
て
い

る
。
現
在
使
用
し
て
い
る
管
路
の
種
類
は
、
鋳

鉄
管
、
防
食
鋼
管
、
塗
覆
装
鋼
管
、
硬
質
ビ
ニ

ル
管
の
四
種
で
あ
る
が
、
以
前
に
施
設
さ
れ
た

フ
ァ
イ
バ
管
、
石
綿
管
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
管
等

の
非
金
属
管
が
相
当
量
残
置
し
て
お
り
、
逐
次

ど
の
解
消
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
公
社
の
地
下
設
備
は
、
加
入
者
等
へ
配
線
す

る
ケ
ー
ブ
ル
を
収
容
し
保
護
す
る
も
の
で
あ

図一３　管路布設式図（例）

り
、
大
容
量
の
回
線
を
収
容
す
る
た
め
多
条
数

の
管
路
を
埋
設
す
る
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
た

め
、
管
路
、
マ
ン
ホ
ー
ル
工
事
の
場
合
、
そ
の

掘
さ
く
溝
の
断
面
は
幅
に
比
べ
て
深
さ
が
大
き

い
た
め
、
作
業
が
や
り
に
く
い
だ
け
で
な
く
、

一
般
の
土
木
機
械
の
持
込
み
を
困
難
に
し
て
い

る
（
図
―
３
参
照
）
。
ま
た
管
路
は
、
ケ
ー
ブ

ル
の
構
造
上
曲
率
半
径
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
、

管
路
と
ケ
ー
ブ
ル
の
摩
擦
抵
抗
に
よ
る
布
設
可

能
長
に
限
度
が
あ
る
な
ど
の
た
め
、
ケ
ー
ブ
ル

の
延
伸
あ
る
い
は
分
線
の
た
め
の
接
続
点
、
す

　
な
わ
ち
、
数
多
く
の
マ
ソ
ホ
ー

　
ル
等
を
必
要
と
す
る
。

　
　
こ
の
た
め
、
四
〇
～
六
〇
条

　
を
こ
え
る
多
条
数
と
な
る
幹
線

　
は
、
作
業
性
、
安
定
性
、
環
境

　
保
全
、
経
済
性
等
を
考
慮
し
、

　
積
極
的
に
、
法
に
よ
る
共
同
溝

　
へ
の
参
画
、
あ
る
い
は
、
単
独

　
と
う
道
の
建
設
を
図
る
こ
と
と

　
し
て
お
り
、
六
十
二
年
度
末

に
、
横
浜
市
域
の
電
話
局
間
等

　
を
結
ぶ
と
う
道
延
長
は
、
数
十

　
細
程
度
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て

　
い
る
。

　
　
な
お
、
管
路
の
代
表
的
な
構

　
造
は
、
長
さ
五
・
五
㍍
、
外
径

　
八
九
～
九
六
㎜
、
。
内
径
八
一
～

　
八
三
㎜
で
あ
る
。
ま
た
、
マ
ン

ホ
ー
ル
の
種
類
は
、
収
容
す
る

で
な
く
、
安
定
し
た
良
好
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
基
本
と
し
、
社
会
福
祉
に
役
立
つ
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
と
充
実
、
生
活
を
豊
か
に
す
る
新
サ
ー

ビ
ス
の
導
入
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ

の
た
め
、
基
礎
設
備
の
充
実
、
劣
化
施
設
の
解

消
、
異
常
時
に
お
け
る
通
信
確
保
の
た
め
の
安

定
化
、
高
度
化
・
多
様
化
す
る
情
報
化
社
会
の

要
請
等
に
こ
た
え
る
新
し
い
時
代
に
向
っ
て
の

お
客
の
立
場
に
立
っ
た
サ
ー

を
着
実
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
基
礎
設
備
で
あ
る
地
下
設
備

に
つ
い
て
も
、
今
後
と
も
相
当
量
の
増
設
、
改

良
等
が
必
要
で
あ
る
。

施
工
方
法

ケ
ー
ブ
ル
条
数
、
分
線
形
態
に
よ
っ
て
き
め
る

が
、
直
線
形
、
分
岐
形
を
含
め
標
準
的
な
も
の

二
八
種
が
あ
る
。
直
線
形
五
号
マ
ン
ホ
ー
ル
の

場
合
は
、
内
法
寸
法
が
、
長
さ
三
・
二
㍍
、
幅

一
・
四
㍍
、
深
さ
二
・
一
㍍
で
、
管
路
は
最

大
、
四
条
×
六
段
の
二
四
条
ま
で
の
収
容
が
可

能
で
あ
る
。

　
公
社
発
足
（
二
十
七
年
）
以
来
の
二
大
目
標

で
あ
っ
た
「
積
滞
解
消
」
と
「
全
国
自
動
即
時

化
」
を
五
十
四
年
三
月
に
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
需
給
均
衡
維
持
だ
け

　
管
路
は
ケ
ー
ブ
ル
を
収
容
す
る
た
め
の
施
設

で
あ
り
、
ケ
ー
ブ
ル
の
引
込
み
、
引
き
抜
き
が

容
易
で
あ
る
こ
と
、
漏
水
や
有
毒
ガ
ス
の
浸
入

し
な
い
こ
と
、
建
設
後
容
易
に
折
損
し
な
い
こ

と
な
ど
が
要
求
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
建
設
に

あ
た
っ
て
は
次
の
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
。
(
ⅰ
)

管
路
内
に
水
や
泥
が
停
滞
し
て
ケ
ー
ブ
ル
引
込

み
に
支
障
を
与
え
な
い
よ
う
に
、
い
ず
れ
か
一

方
の
マ
ン
ホ
ー
ル
に
向
っ
て
下
り
こ
う
配
と
す

る
。
（
ⅱ
）
ケ
ー
ブ
ル
引
込
み
、
ケ
ー
ブ
ル
接
続
作

業
に
支
障
の
な
い
よ
う
管
路
の
線
形
、
マ
ン
ホ

ー
ル
へ
の
取
り
付
け
を
配
慮
す
る
。
（
ⅲ
）
管
路
が

土
圧
な
ど
の
外
力
で
損
傷
し
な
い
よ
う
に
管
周
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辺
部
と
そ
の
上
部
の
路
床
部
分
の
締
固
め
を
十

分
に
行
う
。
（
ⅳ
）
布
設
さ
れ
た
管
路
が
完
全
に
接

続
さ
れ
、
良
好
に
布
設
さ
れ
て
い
る
か
、
通
過

試
験
、
気
密
試
験
等
を
行
う
。

　
管
路
の
多
く
の
部
分
は
、
道
路
を
開
さ
く
し

て
布
設
す
る
が
、
軌
道
越
し
や
そ
の
他
特
殊
な

場
所
で
は
、
さ
く
進
工
法
、
ヒ
ュ
ー
ム
管
推
進

工
法
等
に
よ
っ
て
開
さ
く
す
る
こ
と
な
く
布
設

す
る
。
ま
た
、
河
川
の
横
断
箇
所
で
は
、
一
般

に
道
路
橋
に
添
架
し
て
布
設
し
て
い
る
。
さ
く

進
工
法
に
は
圧
入
方
式
、
オ
ー
ガ
方
式
、
ケ
ー

シ
ン
グ
方
式
等
が
あ
る
が
、
公
社
で
は
、
ケ
ー

シ
ン
グ
と
オ
ー
ガ
を
組
合
せ
た
、
電
々
公
社
形

ケ
ー
シ
ン
グ
オ
ー
ガ
方
式
を
実
用
化
し
て
い

る
。
ま
た
、
ヒ
ュ
ー
ム
管
推
進
工
法
の
改
良
を

ね
ら
い
と
し
た
、
小
断
面
シ
ー
ル
ド
工
法
を
実

用
化
し
て
い
る
。
こ
の
工
法
は
、
ヒ
ュ
ー
ム
管

推
進
の
前
面
に
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
ド
機
を
取

り
付
け
掘
さ
く
を
し
、
土
砂
を
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ

ア
で
搬
出
す
る
と
同
時
に
。
、
立
坑
内
に
設
置
し

た
ヒ
ュ
ー
ム
管
押
管
装
置
に
よ
り
、
ヒ
ュ
ー
ム

管
を
押
し
込
み
ト
ン
ネ
ル
を
築
造
す
る
。
作
業

は
ほ
と
ん
ど
無
人
化
し
、
運
転
は
地
上
等
に
お

い
て
遠
隔
操
作
可
能
で
あ
り
、
四
〇
条
ま
で
管

路
を
収
容
で
き
る
一
、
二
〇
〇
㎜
の
ヒ
ュ
ー
ム

管
ト
ン
ネ
ル
を
、
一
五
〇
㍍
程
度
ま
で
築
造
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
通
信
土
木
工
事
の
大
半
を
占
め
る
管
路
工
事

で
は
、
マ
ン
ホ
ー
ル
本
体
の
築
造
や
、
管
路
と

マ
ン
ホ
ー
ル
と
の
接
続
作
業
に
長
時
間
を
要
し

て
い
る
。
現
在
、
マ
ン
ホ
ー
ル
本
体
の
築
造

は
、
大
部
分
現
場
打
ち
と
な
っ
て
い
る
が
、
部

分
製
品
化
が
図
ら
れ
、
そ
の
使
用
実
績
も
年
々

増
加
し
、
工
期
短
縮
お
よ
び
現
場
作
業
の
簡
略

化
に
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
、
大
型
マ
ン

ホ
ー
ル
の
ブ
ロ

の
ス
チ
ー
ム
養
生
工
法
等
の
実
用
化
が
図
ら
れ

て
い
る
。

　
大
容
量
の
ケ
ー
ブ
ル
を
収
容
す
る
幹
線
路
に

は
、
道
路
交
通
事
情
、
各
種
埋
設
物
の
ふ
く
そ

う
、
さ
ら
に
は
環
境
保
全
等
を
考
慮
す
る
必
要

が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
、
諸
問
題
の
解
決
策
と

し
て
、
と
う
道
築
造
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
現
在
で
は
、
開
さ
く
工
法
で
工
事
を

行
う
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
お
り
、
シ
ー
ル
ド

工
法
が
数
多
く
採
用
さ
れ
て
い
る
。
シ
ー
ル
ド

工
法
は
、
切
羽
か
ら
ト
ン
ネ
ル
内
へ
の
土
砂
崩

れ
を
防
止
す
る
た
め
、
坑
内
全
休
に
圧
さ
く
空

気
を
封
入
す
る
全
休
圧
気
工
法
が
一
般
に
行
わ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
工
法
は
、
大
気
下

の
場
合
と
比
較
し
て
作
業
員
め
健
康
、
能
率
上

悪
い
等
の
問
題
が
あ
り
、
公
社
で
は
、
圧
気
を

本
来
そ
の
機
能
を
必
要
と
す
る
シ
ー
ル
ド
切
羽

だ
け
に
限
定
し
た
限
定
圧
気
式
シ
ー
ル
ド
工
法

の
開
発
、
実
用
化
を
行
っ
た
。

保
守
管
理
の
実
態
と
管
理
台
帳

　
通
信
土
木
保
守
は
、
土
木
設
備
な
ら
び
に
こ

れ
に
付
帯
す
る
設
備
を
良
好
な
状
態
に
維
持
す

る
た
め
の
各
種
保
全
作
業
お
よ
び
修
理
等
を
行

う
こ
と
が
主
体
で
あ
る
。
設
備
は
、
経
年
劣

化
、
地
形
・
地
盤
の
変
化
お
よ
び
地
震
・
風
水

害
等
に
よ
っ
て
、
機
能
の
低
下
、
損
傷
を
受
け

る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
多
く
の
公
共
施
設
が

地
下
へ
伸
び
て
お
り
、
各
種
工
事
が
道
路
上
で

施
工
さ
れ
、
公
社
の
土
木
設
備
が
支
障
と
な
っ

た
り
、
危
害
を
受
け
る
こ
と
も
多
く
な
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
た
え
ず
は
握
し
、
常

に
設
備
を
良
好
な
状
態
に
維
持
し
、
通
信
の
そ

通
を
確
保
し
、
異
常
が
あ
れ
ば
直
ち
に
必
要
な

各種図面記録表－３

措
置
を
講
ず
る
ｙ
ｌ

と
が
土
木
保
守
の

責
務
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
土
木

保
守
の
作
業
内
宮

は
複
雑
で
範
囲
も

非
常
に
広
い
の

で
、
お
も
な
作
意

項
目
を
列
挙
す
る

と
次
の
と
お
り
で

あ
る
。
（
ⅰ
）
ケ
ー
ブ
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四

表－2　各種表記録

ッ
ク
化
、
現
場
打
マ
ン
ホ
ー
ル



表記録の作成並びに補正体系図一４ル
障
害
修
理
に
伴
う
土
木
作
業
、
（
ⅱ
）
鉄
ぶ
た
、

マ
ン
ホ
ー
ル
、
管
路
、
橋
り
ょ
う
添
架
、
と
う
道

等
の
点
検
巡
回
作
業
、
（
ⅲ
）
部
内
外
工
事
の
立

会
、
（
ⅳ
）
計
画
的
に
行
う
不
良
施
設
の
改
善
作

業
、
（
ⅴ
）
支
障
移
転
に
伴
う
設
備
の
撤
去
、
移

設
、
新
設
、
防
護
な
ど
の
作
業
、
（
ⅵ
）
災
害
復
旧

作
業
、
等
で
あ
り
、
全
社
的
に
定
め
ら
れ
た
技

術
標
準
実
施
方
法
に
基
づ
き
作
業
を
実
施
し
て

い
る
。

　
管
理
面
で
は
、
各
種
点
検
作
業
で
発
見
し
た

不
良
施
設
（
所
定
の
不
良
施
設
限
界
を
こ
え
た

施
設
）
の
管
理
を
行
い
、
こ
の
解
消
を
図
り
、

ぽ
っ
て
い
る
。

　
横
浜
市
域
は
、
各
種
公
共
工
事
等
が
活
発
に

行
わ
れ
、
公
社
設
備
の
環
境
変
化
は
顕
著
な
情

勢
下
に
あ
り
、
引
続
き
、
施
設
記
録
類
の
精
度

向
上
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

お
わ
り
に

施
設
記
録
類
の
現
況
維

持
を
行
り
て
い
る
。
施

設
記
録
（
別
に
プ
ラ
ン

ト
レ
コ
ー
ド
と
も
呼

ぶ
）
は
、
電
気
通
信
設

備
に
つ
い
て
、
工
事
の

計
画
、
設
計
、
保
全
管

理
お
よ
び
固
定
資
産
管

理
の
用
に
供
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
。
公
社

の
施
設
記
録
標
準
実
施

方
法
の
定
め
に
よ
り
整

備
す
る
記
録
で
あ
る
。

土
木
設
備
に
関
す
る
施

設
記
録
は
、
表
記
録
と

図
面
記
録
に
大
別
さ
れ

て
い
る
（
表
―
２
、
３

参
照
）
。

　
表
記
録
は
、
工
事
等
に
よ
っ
て
現
状
の
設
備

に
異
動
が
生
じ
た
場
合
、
原
本
の
作
成
あ
る
い

は
補
正
を
行
う
（
図
―
４
参
照
）
。

　
図
面
記
録
の
作
成
お
よ
び
補
正
処
理
は
、
工

事
担
当
職
員
が
完
成
図
ま
た
は
竣
工
図
を
作
成

し
、
保
守
担
当
局
所
の
検
図
を
経
て
、
都
市
管

理
部
の
プ
ラ
ン
ト
レ
コ
ー
ド
セ
ン
タ
に
送
付
す

る
。
セ
ン
タ
は
、
原
図
フ
ィ
ル
ム
を
作
成
ま
た

は
補
正
し
、
集
中
保
管
す
る
。
こ
れ
ら
の
各
種

図
面
原
図
は
、
五
十
三
年
度
末
で
約
二
三
、
七

〇
〇
枚
と
な
っ
て
お
り
、
設
計
そ
の
他
に
利
用

さ
れ
た
複
写
枚
数
も
約
四
九
、
〇
〇
〇
枚
に
の

　
通
信
土
木
設
備
は
、
電
気
通
信
シ
ス
テ
ム
の

一
環
と
し
て
、
高
信
頼
性
と
経
済
性
を
併
せ
も

っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
施
設
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
道
路
と

い
う
公
共
施
設
の
な
か
に
設
備
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
建
設
に
当
っ
て
は
、
社
会
と
の
調
和

を
図
り
な
が
ら
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
責
務

が
あ
る
。

　
こ
の
た
め
に
は
、
施
工
環
境
の
変
化
に
伴

い
、
新
し
い
施
工
技
術
が
必
要
と
な
る
が
、
こ

れ
ら
の
技
術
開
発
は
、
相
反
す
る
条
件
の
も
と

で
双
方
が
同
時
に
解
決
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
す

る
も
の
が
多
く
、
こ
の
こ
と
が
問
題
の
解
決
を

よ
り
難
し
く
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、
工
事
の
省
力
化
、
工
期
短
縮
お

よ
び
工
事
の
大
型
化
に
対
し
て
は
、
機
械
力
の

導
入
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
反
面
、
機
械

力
の
導
入
は
そ
う
音
、
振
動
な
ど
環
境
保
全
の

面
で
解
決
を
要
す
る
マ
イ
ナ
ス
事
象
を
伴
う
こ

と
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
問
題
か
ら
も
推
察
さ

れ
る
よ
う
に
。
個
々
の
問
題
点
に
つ
い
て
広
い

視
野
か
ら
解
決
策
の
究
明
を
行
い
、
最
適
と
な

る
施
工
技
術
の
開
発
を
進
め
て
い
く
努
力
が
必

要
で
あ
る
。

　
今
後
、
地
下
埋
設
工
事
等
を
円
滑
に
実
施
す

る
た
め
に
は
、
変
動
す
る
各
種
環
境
条
件
に
応

じ
ら
れ
る
施
工
体
制
を
整
え
る
と
と
も
に
、
都

市
計
画
お
よ
び
各
種
事
業
計
画
を
十
分
か
つ
早

期
に
織
り
込
ん
だ
地
下
施
設
の
長
期
計
画
を
立

て
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か

ら
公
社
に
お
い
て
は
、
工
事
連
絡
室
等
の
組
織

を
整
備
す
る
な
ど
し
て
、
部
外
情
報
の
早
期
入

手
を
図
り
、
工
事
の
円
滑
化
に
努
め
て
い
る
。

　
横
浜
市
に
お
い
て
は
、
横
浜
市
道
路
工
事
調

整
連
絡
協
議
会
を
設
置
（
三
十
四
年
九
月
）
し

開
催
一
一
七
回
（
五
十
四
年
六
月
現
在
）
に
及

ん
で
い
る
。
こ
の
官
民
一
体
の
協
議
会
は
、
社

会
経
済
発
展
と
公
共
福
祉
関
係
事
業
等
の
道
路

占
用
関
係
工
事
の
調
整
機
能
を
十
分
は
た
し
て

い
る
も
の
と
評
価
さ
れ
る
。
今
後
と
も
、
関
係

企
業
等
は
、
そ
の
目
的
に
沿
っ
た
工
事
を
行

い
、
横
浜
市
域
の
充
実
と
発
展
の
た
め
相
互
協

力
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
お
わ
り
に
、
道
路
占
用
に
あ
た
っ
て
は
。
道

路
交
通
へ
の
影
饗
、
工
事
時
期
の
調
整
、
道
路

工
事
に
先
行
し
た
舗
装
先
行
工
事
の
実
施
、
あ

る
い
は
、
共
同
溝
建
設
へ
の
積
極
的
参
画
等
に

留
意
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
道
路
管
理

の
関
係
各
位
に
対
し
、
公
衆
電
気
通
信
事
業
の

公
共
性
を
。
従
来
同
様
理
解
し
て
い
た
だ
き
。
い

っ
そ
う
の
ご
協
力
を
お
ね
が
い
い
た
し
た
い
。

〈
電
々
公
社
横
浜
都
市
管
理
部
工
事
連
絡
室
長
〉
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